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北海道における人畜共通感染症の研究

5．Ｅｃｈｉ"osZo"Jαハoﾉﾌﾞe"SeAsada，１９２６の疫学的調査

宮本健司中尾稔稲岡徹

（昭和58年３月２日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：EcAi77osZo"zaho7te7Jse，feral
Hokkaido

ｍｉｎｋ・Asianpoundloach，Ｌｙｍ〃αeαノaPo7Jzca，
● ●

アメリカミンク（Ｍ"szemU/so"）はイタチ科に属す

る食肉獣で北海道には産業動物として多数飼育されてい

る．また，逃亡して野性化したミンクも多数生息するた

め養魚家や養鶏家の害獣として社会問題化している．本

獣の寄生虫学的検索は旋毛虫が分離された報告（近野

ら，1957）以外は不明であった．著者らは旭川市内の河

川域に生息する野性ミンクがウグイ類を摂取する食性を

考慮し，横川吸虫の終宿主を決定する目的で捕獲調査を

実施した．その結果，横川吸虫は検出されなかったが，

ＥＣ/i/"ostowaハorte"ｓｅ成虫とSPi7omeZγαｅｒｉ"aceｉ

幼虫の寄生例を認めた．また，Ｅ,horZe"Ｓｅの全生活環

を北海道内で初めて明らかにし，その結果，北海道でも

ドジョウの生食により人体感染の可能性のあることが判

明した．

α"g"jWicamams)とフクドジョウ（Ｂａγ6ａＭａｔｏｌ１ｉ）を，

空知地区はドジョウを対象とした．寄生メタセルカリア

(以後ＭＣ）の検査は原則として肛門部軟組織を個別に

ハサミでＶ字状に切除し，ガラス板圧平法により実施し

た．回収したＭＣのうち33個を計測し，残りは３０～４０

個を１群としてラットに経口投与して成虫に発育させ種

を確認した．

淡水産貝：旭川地区では牛朱別川と水田側溝に，空知

地区では水田側溝および小川に生息する貝を採集した．

貝はモノアラガイ（LjWz"αeαノ”。"ｊｃａ）とヒメモノア

ラガイ（Ly加刀ａｅａｏ""ん）の２種と同定された．各貝は

ペンチで破砕した後，水を入れた直径３ｃｍのシャーレ

内へ浸漬し，実体顕微鏡下で遊出セルカリアを確認し

た．回収したセルカリアは加熱１０％ホルマリンで固定

後，各部を計測した．一部の貝からはセルカリアとＭＣ

が同時に回収され，このＭＣはラットに経口投与して

成虫に発育させた．

なお，得られた結果はすべてX２検定で統計処理を行

った．

材料および方法

ミンク：旭川市内の河川域で環境庁の許可を受け，生

け取り篭により捕獲した11頭と旭山動物園に持ち込まれ

た野性４頭の死体の合計１５頭を調べた．寄生虫検査は

ＭＧＬ法と浮遊法による虫卵検出および実体顕微鏡下で

消化管内の成虫を検索した．各部筋肉（舌，咬筋，横隔

膜，前・後肢，背筋）を人工胃液により消化し，旋毛虫

幼虫の検索も行った．トキソプラズマに関しては抗トキ

ソプラズマ抗体（以後Ｔｐ抗体）をラテックス凝集反

応（栄研化学）により測定した．また，皮下組織から回

収したプレロセルコイドは犬に経口投与して成虫に発育

させ，種を同定した．

ドジョウ：旭川地区では水田側溝の小川に竹製筒を設

置して採捕し，空知地区では北村役場より恵与されたも

のを検査に供した．旭川地区はドジョウ（Msg"'一""ｓ

結果

ミンクから検出された各寄生虫とＴｐ抗体価をＴａｂｌｅ

ｌに示した．且ノカoγtc"Ｓｃ成虫は15頭中14頭（93.3％）

に１～1,249匹の寄生虫が認められた．寄生部位は腸管

の前'/3であった．SPiγo"Zetγαｅｱｶﾞ"ace／のプレロセル

コイドは13頭（86.7％）の前肢腋窩筋肉間の結合組織内

に２～２０匹寄生し，多数寄生例の場合は背部皮下結合組

織にも認められた．これらの幼虫を犬に経口投与したと

ころ成虫となった．MoZi"“spare"ｓ(Dudardin，1845）

Petrow，１９２８は１頭の腸管より雄２匹，雌１匹が検出

された．Ｔｐ抗体陽性（≧１：３２）例は６頭（40.0％）

で１：128～512の抗体価を示した．各筋肉内からの旋毛旭川医科大学寄生虫学教室

（１１）
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TablelParasitesofferalminks（Ｍ(srcmz'/so"）
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＊ＭａｎｄＦ：ｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅ

ＴＴｗｏＩｎａｌｅａｎｄｏｎｅｆｅｍａｌｅ

虫幼虫分離を試みたが15例すべて陰性であった．

Ｅｈｏｒｔｅ"Ｓｃの第２中間宿主としてドジョウとフクド

ジョウを調査した．空知地区においては５月と９月にド

ジョウをそれぞれ238匹と２３７匹検査したところ，Ｅ

ｈｏ７ｔｅ"ＳｃのＭＣ寄生をそれぞれ90匹（37.8％）と80匹

(33.8％）に認めた．その平均寄生数は３．６個と２．９個

であった．旭川地区では４月から８月までの５カ月間に

ドジョウ６８匹，フクドジョウ147匹を採捕し検査したと

ころ，前者は30匹（44.1％)，後者は８匹（5.4％）に

ＭＣ寄生を認めた．平均寄生数はドジョウが４．２個，フ

クドジョウが１．１個で，後種は前種に比し寄生率，寄生

ＭＣ数共に著しく低かった（Table２)．

これらのＭＣの被嚢は0.162×0.150ｍｍの大きさ

で，頭冠練数は26～28本数えられた（Table３，Fig.４)．

ラットにＭＣを経口投与すると１０日目から虫卵が排泄

され，成虫は小腸上部より回収された(Table４，Figs

l，２，３)．

Ｅ・ho7Ze"ｓｅの第１中間宿主を明らかにするために空

知地区では10月にモノアラガイ１１６個を採集し，検査し

たところＥ/Zo7Ze"Ｓｃセルカリア（Figs､５，６)，同レヂ

ア（Fig.７)，および岐尾セルカリア（CercariaNol，

Fig.９）が各１個ずつの貝より検出された．

旭川地区では９月にモノアラガイ107個を検査したと

ころＥ、ｈｏγte九sｅセルカリア14個，Ｐ/αｇｉｏ７ｃｈｉｓ〃'z”２ｓ

Table2DetectionofEcﾉｶi"ｏＷｗａノカoﾉｰZe"scencystedmetacercariaefrom
theloachesinl982

ＤａｔｅｏｆＳｐｅｃｉｅｓＯｆｌｏａｃｈＮｏ．］ｏａｃｈＮｏ、ｌｏａｃｈＡｖｅｒａｇｅｎｏ、metacercariaAreasexaminedinfected(％）（Range）collect．

90(37.8）

80(33.8）

30(44.1）

８（5.4）

3.6(1-38）

2.9(1-20）

4.2(1-29）

1.1(１－２）

SorachiMay31Misg"γ""ｓ
α"ｇ〃/〃icazZcJaz"ｓ

ＳｅＰｌ３Ｍ．
α"ｇｚｚｉ〃ｊｃａ"aazzZs

Apr． Ｍ・

Asahikawa α′ｚｇ〃iZZjCα"ｄａｒＺｨＳ

Ａｕｇ Ｂａ７６ａＺｚＪｍｚＤ７Ｚｉ

238

237

６８

１４７

（１２）
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Table３MeasurementsofEc/ｉｆ"osro'"αハｏ７‐

疋刀scmetacercarialcystcollectedfrom

theloaches（Msg"γ""ｓα"g"〃caz``α‐

、s）（ｉｎｍｍ，Ｎ＝33）

セルカリア（Fig.８）３個であり，１０月は134個中E

hortellSe8個，Ｐ．，'ＺＭＳ４個に寄生が認められた

(Table５)．なお，旭川でのＥ・ノio7te"Ｓｃ寄生貝２２個

中１個にセルカリアと同時にＭＣが検出され，ラット

へ経口投与したところＥ・horte刀Ｓｃ成虫に発育した．９

月に旭川地区で採集したヒメモノアラガイ50個を調べた

がセルカリアの寄生は認められなかった．各セルカリア

の計測値はＴａｂｌｅ６に示した．

Diameterofcyst

Oralsucker

Ventraｌｓｕｃｋｅｒ

Ｎｑｏｆｓｐｉｎｅｓ

０．１６２±0.010×０．１５０±０．０１１

０．０５４±０．００６×０．０４３±０．００６

０．０６０±０．００７×０．０４９±０．００６

２６－２８

Table4MeasurementsofEcAi'Iosroﾉ"αﾉioﾉｰZe"Sｃ（ｉｎｍｍ）

Ａｕｔｈｏｒｓ

Partsmeasured

Asada，１９２６Ｋａｍｉｙａ＆Ishigaki，１９７２ Presentauthors＊

Ｂｏｄｙ
(lengthxwidth）

Ｏｒａｌｓｕｃｋｅｒ

(diameter）

Ventralsucker

(diameter）

Ｈｅａｄcollar

(diameter）

Ｎｏ．ｏｆｃｏｌｌａｒｓｐｉｎｅ

Ｐｈａｒｙｎｘ

7.211±１．３５７×

１．４３１±０．２０９

０．２８０±０．０１１×

０．１７２±０．０１８

０．５９２±０．０５３×
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０．９３－１．６

０．１６０－０．１８０
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０．５－０．６

０．５３－０．６２×
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Cirrussac

Lateralspines

Dorsalspiｎｅｓ

Ｅｇｇｓ

＊Ｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ（Ｎ＝20）ａｎｄｔｈｅｅｇｇｓ（Ｎ＝47）werecollectedfromratsbyexperimental
infection、

ＴＡａｎｄＢ：anteriorandposteriortestis．

Table５Detectionofcercariaefromthefreｓｈｗａｔｅｒｓｎａｉｌｓ

（Lyl""αeαノαPC"/Ｃａ）ｉｎｌ９８２

ＤａｔｅｏｆＮｏ，snailsNqsnails

collect・examinedinfected(％）Ｅ・ハo"e"se(％）Ｐ.，""γハCercariaNo・lＡｒｅａｓ

２（Ｌ７）

17(15.9）

12（9.0）

１（0.9）

14(13.1）

８（6.0）

Sorachi

Asahikawa

116

107

134

０
３
４

１
０
０

０ct・

Ｓｅｐｔ、

０ct．

（１３）
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Table6MeasurementsofcercariaecollectedfromLjﾉﾉﾉﾉ"αeαノヒＷ"ica．（ｉｎｍｍ）

Ｅ・ノカorZe"sｅ（Ｎ＝15）Ｐ.？"ＭＳ（Ｎ＝11）CercariaNol（Ｎ＝30）

０．１８１±０．０２０×
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０．１５１±0.020＊

０．４８７±０．０２３×

０．０５９±０．００７

０．０６０±０．００３×

０．０５１±０．００３

０．０７９±０．００８×

０．０６４±０．００７

０．０２３±０．００２×

0.024±０．００１

Body

Tail

Oralsucker

Ventralsucker

Pharynx

Stylet

0.096±０．００８Ｅｙｅｓｐｏｔ
(fromanteriorend）

Redia（Ｎ＝15）

Pharynx

1.300±０．１８６×

０．２４８±０．０５０

０．０４５±０．００５×

０．０４６±０．００５

＊Ｌｅｎｇｔｈ±ＳＤ×Ｗｉｄｔｈ±ＳＤ

ＴＡｎｔｅｒｉｏｒｏｒｇａｎ

著しく低く，種間に明らかな差がある．フクドジョウは

冷水かつ水の澄んだ流水域に生息し，一方ドジョウは静

水域の泥底上を遊泳，あるいは泥底にもぐって生活する

という生態の相異（宮地ら，1976）があり，このことが

Ｅ・ｈｏｒｔｅ７ｚｓｅＭＣの寄生率に差を生ずるのではないかと

推測されるが詳細は今後の研究に待ちたい．

ドジョウ体内のＥｈｏγZe"ＳｅＭＣ寄生部位は，肛門

部周囲軟組織（79％）に最も多く，次いで頭部（58％）

に分布すると云う成績が知られる（斉藤・谷，1982)．

今回のＭＣ検査は肛門部周囲軟組織をガラス板圧平法

で調べたものである．この検査でＥ・ハorZe"ＳｅＭＣ

寄生を認めた100匹と認めなかった156匹のドジョウを

その後，人工消化したところ前:群からは170個，後群か

らは７個のＭＣが得られた酊後群からは明らかに回収

されるＭＣ数は少なく，ガラス板圧平法はドジョウの

Ｅ､/io7Ze7zseMCの寄生率を決定する場合，簡便かつ迅

速な方法と考える．

今回の著者らの北海道でのドジョウの感染率を空知・

旭川両地区でまとめる３６．８％（200/543）になるが，

これを秋田・山形両県の２２．７％（27/119）（斉藤・谷，

1982）と比較すると有意差(Ｐ＜0.01）が認められた．

回収したＭＣをラットに経口投与すると，１０日目よ

り産卵が認められ，谷（1978）の成績と同様であった．

感染２～３週間後にこれらラットを剖検するとミンクと

考察

北海道に横川吸虫が土着している事は著者らにより確

認された(宮本・久津見,1978a,ｂ,１９８１；宮本ら，1982)．

しかしその終宿主については犬，猫以外は不明であっ

た．そのため自然界の終宿主を明らかにする目的で，野

性ミンク15頭を検査したが横川吸虫の寄生は認められな

かった．しかしＥ・ﾉｶo〃e"Ｓｃ成虫が14頭（93.3％)，Ｓ、

eγf"ace'幼虫が13頭（86.6％）と高率な寄生が認められ

た．北海道でのＥ/Zo7ze"se成虫の記録は，北部の中川

町で捕獲されたイタチの寄生例が最初である（Kamiya

andlshigaki,1972）その後，札幌，小樽，滝川で捕獲

されたドブネズミより発見（多田，１９７５；葛西・金子，

1977）されており，今回著者らの報告を合わせてみると

道内に広く分布することが推測される．Ｅ・ノノo7te"sどの

第２中間宿主としてはカエル，イモリ，サンショウウオ

など両生類（浅田，1939）が報告されている．しかし

近年各地でドジョウの生食による本吸虫の人体寄生例が

認められ性目されるようになった（谷ら，１９７４；谷，

1976；有薗ら，１９７６；吉田ら，１９８１；牧野ら，1982)．

北海道内においてもドジョウが多量に採捕され食用に供

されている．このため空知地区と旭川地区を選び，ドジ

ョウのＥ・ノカoirZe71SeMC寄生率を調べたが両地区には

差は認められなかった．しかしフクドジョウは寄生率が

（１４）
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同様に腸管上部より成虫が回収された．これら成虫はこ

れまでの報告(浅田，１９２６；Kamiyaandlshigaki,1972）

と同様の形態と判定したのでＥ・ハo7Zc"Ｓｃと同定した．

なお，旭川のドジョウ７匹を１群として人工消化法を

行ったところ６６個の横川吸虫ＭＣも検出され，ドジョ

ウを生食した場合，２種吸虫が感染する可能性が考えら

れた．

モノアラガイとヒメモノアラガイは北海道内に広く分

布することが報告されている（Itagakiandlmai，1964）

が，これらの貝からのセルカリアの検出についてはモノ

アラガイよりＰ."”ｉｓ（Yamashita，1952)，ＥＪｊｏｒ‐

ze"Sｃ（岡本，1952）およびＣｅｒｃαγ/αｸﾉｶ３Ｍｍ近似種

(長谷川，1962）の報告が知られる．北海道中央部での

Ｅハoｱte"Scの調査は今回が初めてである．その結果，

空知・旭川両地区のモノアラガイにＥｊｏ〃c"seの寄生

が認められた．また，岡本（1952）が述べた如く，セル

カリアとＭＣが混在する感染貝も検出した．著者らは

実験室内で維持しているモノアラガイで感染実験を行

い，この現象を再確認した（未発表)．ドジョウのＭＣ

寄生率では両地区間に差は認められなかったが，セノレカ

リアの寄生は空知では貝１１６個中１個に見出されたのみ

で，旭川の成績より低かった．この原因は調査回数が少

ないためと考えられ，今後の研究で検討したい．

以上の成績から北海道内において鰊口吸虫Ｅ・hor‐

〃"Ｓｃは広範囲に分布し，その感染源としてドジョウを

決定した．道内においてもドジョウが多量に採捕されて

食用に供されており，これらの生食により人体感染を生

ずることは充分に予想される．これまで道内では人体例

は確認されていないが，道北部歌登町住民に本吸虫類似

虫卵排泄者が２名報告（久津見ら，1981）されており，

今後住民への衛生指導が必要と考える．

一方，Ｓ､ｅγ/"aceノについてはこれまで旭川の猫に

30.0％の成虫寄生例（宮本・久津見，1980）が，また今

回の調査で13例のミンクに本条虫幼虫寄生例が認められ

たことから高密度な感染源の存在が充分に予想される．

その中間宿主の種類によっては人体寄生の可能性が存在

する．

Ｍｐａｔｅ"ｓはこれまでホンドタヌキとホンドキツネ

(八木沢，1978）から見出され，その他キタキツネ(Ｋａ‐

miyaandOhbayashi，1975）とイタチ（有薗ら，1977）

からはＭＯ/伽"ssp・が報告されている．今回のミンク

からの本種分離例は北海道での新記録である．

まとめ

旭川市内で捕獲された野`性アメリカミンク15頭の寄生

虫調査で練口吸虫の感染を高率に認め，また本吸虫の生

活環を北海道内で初めて明らかにした．

１．ミンク１５頭中１４頭（93.3％）にＥＣＡ'"osro"Ja

Aorte"Ｓｃが１～1,249匹（平均220匹)，１３頭（86.7％）

にSPiγomeZ′αｅγ伽ceiのプレロセルコイドが２～20匹

(平均７．１匹)，１頭（6.7％）にＭｏ""C"SPatel1s雄２

匹，雌１匹がそれぞれ検出された．抗トキソプラズマ抗

体価陽性（１：128～１：512）例が６頭（40.0％）に認め

られた．

２．ドジョウのＥ、ho7te"Ｓｃメタセルカリア寄生率は

空知の37.8％（５月)，33.8％（９月）と旭川の44.1％

(４～８月）で三者の寄生率に差は認められなかった．

しかし，旭川のフクドジョウは５．４％と著しく低い寄生

率を示した．

３．モノアラガイからのセルカリアについては，空知

でＥ・ハ。γte"Ｓｃ，岐尾セリカリア（CercariaNo，１）と

旭川でＥ､/iorZe"Se，ＰＺ`Jg〃Cｈｉｓ''ｚＭｓを検出した．

稿を終るに当り，御校閲を賜った旭川医科大学寄生虫

学教室，久津見晴彦教授に深謝する．また，貝を同定し

て頂いた麻布大学獣医学部寄生虫学教室,板垣博教授，

MbZi"e"ｓｐａｒｅ"ｓを同定して頂した北海道大学獣医学部

寄生虫病学教室，大林正士教授，ドジョウの供与を賜っ

た北村どじょう保護養殖組合長，鎌田賢一氏，およびミ

ンクの分与を賜った旭山動物園に謝意を表します．

文献

1）有薗直樹・上本駿一・近藤力王至・松野喜六・

吉田幸雄・前田東作・吉田弘・武藤京子・井

上善英・高橋桂一（1976）：Ｅｃｈｉ"osto加ａｈｏアー

陀刀seAsada，１９２６の研究，特に人体感染につ

いて．寄生虫誌，25,36-45.

2）有薗直樹・塩田恒三・山田稔・栗本浩・嶋

田義治・吉田幸雄（1977）：京都の野性動物に

おける内部寄生虫，ⅡＭｏＺｉ"αｨｓｓｐ．につい

て．寄生虫誌，２６(増)，４７．

３）浅田順一（1926）：エキノストマ科１新吸虫並

びにその発育史に問する研究．日本病理会誌，

16,293-294.

4）浅田順一（1939）：エキノストマ科吸虫の一新

種並その発育史に関する研究．吉田博士祝賀記

念誌論文編，39-69.

5）長谷川恩（1962）：北海道における水田性皮

膚炎の研究Ⅲ，病源体について．北海道立衛生

研究所々報，１３集，218-222.

（１５）



266

６）Itagaki,ＨａｎｄＩｍａｉ,Ｇ・（1964）：Thespe‐
ciesanddistributionofthefreshwａｔｅｒｓｎａｉｌｓ

ｏｆｔｈｅｇｅｎｕｓＬ３ｗｚ"αeainHokkaido、Bulletin

ofthebiogeographicalsocietyofJapan，２３，
１－９．

７）Kamiya，Ｈ、andlshigaki，Ｋ・（1972）：Hel‐

minthsofMustelidaeinHokkaido・Jap．』・

Vet・Res.，20,117-128.

8）Kamiya,HandOhbayashi,Ｍ・（1975）：Ｓｏ‐

ｍｅｈｅｌｍｉｎｔｈｓｏｆｔｈｅｒｅｄｆｏｘ，Ｖｉ`"ｅｓｕ""ｅｓ

ｓｃｈ７ｅ"cAfKishida，inHokkaido，Japan，with

adescrptionofanewtrematode，MLzssaJiaf7‐

ｅ"αｖα"ｚａＷｒａｚｒｎ・ｓｐ・Jap．Ｊ，Vet・Res.，

２３，６０－６８．

９）葛西裕美・金子賢一（1977）：札幌産住家性

ネズミの寄生虫相について．寄生虫誌，２６

（５・補)，17.

10）近野誠二・大林正士・山下次郎（1957）：ミン

クのトリヒナについて．東京医事新誌，74,

770.

11）久津見晴彦・宮本建司・稲岡徹（1981）：北

海道北部における寄生虫症の調査成績．寄生

虫誌，３０(増)，１２８．

１２）岡本二一三（1952）：道南地方における吸虫類

の研究（第１報)．寄生虫誌，3,216-220.

13）牧野由美子・中川昭生・権田信子・山根洋右

（1982）：島根県における練口吸虫の人体寄生例

およびラットへの感染実験．寄生虫誌，31,

385-390.

14）宮地伝三郎・川那部浩哉・水野信彦(1976）：原

色日本淡水魚類図鑑，保育社，東京．

15）宮本健司・久津見晴彦（1978a）：北海道におけ

る人畜共通感染症の研究１．上川地方で捕獲

した犬の寄生虫，寄生虫誌，27,369-374.

16）宮本健司・久津見晴彦（1978ｂ）：北海道にお

ける人畜共通感染症の研究２．Metagonimus

属吸虫の第２中間宿主について．寄生虫誌，

27,445-452.

17）宮本健司・久津見晴彦(1980）：北海道における

人畜共通感染症の研究３.横川吸虫被嚢幼虫の

道内各河川産ウグイ類への寄生状況．寄生虫

誌，29,415-422.

18）宮本健司・久津見晴彦(1980）：北海道における
人畜共通感染症の研究，Ⅳ．旭川産猫の寄生虫．

寄生虫誌，２９(２・補)，74-75.

19）宮本健司・稲岡徹・早坂佳余子･久津見晴彦・

奥祐三郎・八木欣平(1982）：北海道における人

畜共通感染症の研究．４．石狩川水系産カワニ

ナ（Se〃ＭｃｏＷγαJi6er伽α）に寄生する横川
吸虫セルカリア．寄生虫誌，31,377-384.

20）斉藤奨・谷重和(1982）：ドジョウMisg"アー
〃"Ｓα"g〃/icazJaat"ｓに被嚢するＥＣ/L/"oSto‐

"αノカo7te"SeAsada，１９２６とＥＣ/ii"osZoma

ci"eZo7c/ｉｉｓＡｎｄｏｅｔＯｚａｋｉ，１９２３のメタセル

カリアについて．寄生虫誌，31,281-287.

21）多田融右(1976）：北海道における住家性ネズミ

の寄生虫について，寄生虫誌，２５(２・補)，73.

22）谷重和(1976）：ＥＣﾉｶｶﾞ"ostomaAorZe"seAsa‐

ｄａ，１９２６に関する研究（２）秋田県下における

中間宿主および終宿主について．寄生虫誌，

25,461-467.

23）谷重和（1978）：Ｅｃｈｉ"ostollzα/io7te"seAsa‐

ｄａ，１９２６に関する研究（３）ヒトおよび実験動

物への感染．寄生虫誌，27,495-501.

24）谷重和・吉村裕之・大森康正・神谷晴夫・山

川博(1974）：秋田県で見い出された赫口吸虫

人体寄生の１例．寄生虫誌，23,404-408.

25）Yamashita，Ｊ、（1952)：Studiesonthecer‐

cariaoftherattrematode，Ｐ/CZg/０丁ｃｈｉｓｍ"７２ｓ

（Tanabe).ＪＦａｃ,Agr､HokkaidoUniversity，

ＶｏＬＸＬＶＩＩＩ，305-359.

26）八木沢誠(1978）：東北地方における人畜共通

寄生蠕虫の研究．弘前医学，30,239-284.

27）吉田幸雄・塩田恒三・山田稔．松本芳嗣・猪

飼剛・荻野賢二・岡本憲司・原田晴子・福本圭

志・近藤元治・古川佳代子・赤松春義・多田正

大(1981）：最近ドジョウ生食による寄生虫症の

増加，とくに赫口吸虫・横川吸虫・顎口虫につ

いて．寄生虫誌，３０(増)，９３．

（１６）



〔JapJ、Parasit.，Vol、３２，Ｎｏ．4,261-269,August.，1983〕

●■■■■□■■■■■■■■Ｂ■■、■■■■■■￣■■戸
：

ｉＡｂｓｔｒａｃｔＩ
：：
□.■■■■■■■■■■■■Ｂ■■■■■■■■■■■■■■■‐■

ＳＴＵＤＩＥＳＯＮＴＨＥＺＯＯＮＯＳＥＳＩＮＨＯＫＫＡＩＤＯ，ＪＡＰＡＮ、

5．ＯＮＴＨＥＥＰＩＤＥＭＩＯＬＯＧＩＣＡＬＳＵＲＶＥＹＯＦＥＣＨｎＶＯＳＴＯＭＡ

ＨＯＲＴＥＮｌＳＥＡＳＡＤＡ，１９２６

ＫＥＮＪＩＭＩＹＡＭＯＴＯ，ＭＩＮｏＲｕＮＡＫＡＯＡＮＤＴｏＨＲｕＩＮＡＯＫＡ

（DepαγtllZe"ｔｑ/Ｐα'一αS/ZoZogy，ＡＳａ肺aZ2ﾉａＭｅａｉｃα／ＣＯ"ege，

ＡｓａｈｉｈａｚＵａ，078-〃，Ｊ"α'1）

AnepidemiologicalsurveyofE、ho7te7zsewascarriedoutinthecentralpartofHokkaido

fromthezoonoticpointofview．Ｅ､/jorte'Ｊｓｅｗａｓｆｏｕｎｄｉｎｌ４（93.3％）ｏｕｔｏｆｌ５ｆｅｒａｌｍｉｎｋｓ

(Ｍ２`sZeZau/so"）capturedinAsahikawacity，andplerocercoidofSPiγｏｗａ７ａｅｒ伽cei（Rudolphi，

1819）intheconnectivetissueoftheaxilｌａｉｎｌ３(86.7％）ｏｆｔｈｅａｎｉｍａｌｓ・Ｍｏ/伽泌ｓＰａｔｅ"ｓ

(Dudardin，1845）Petrow，l928wascoUectedfromasinglemink（6.7％)．Thisisthefirstrecord

oftheminkaｓａｈｏｓｔｆｏｒＭ・Pate7Ts、

ThemetacercariaeofE・ノカo7te7zseweredetectedfromthethesofttissuearoundtheanusof

Asianpoundloaches（Msg邸７７Ｊz`ｓα"g"i"/cα"αａｔ"s）（33.8～44.1％）andSiberianstoneloaches

(Ｂａγ6α〃αｔｏ"/）（5.4％)．TheintensityofinfectionoftheseloacheswithE./Zo7te'zselarvae

were37､８％ｉｎＭａｙａｎｄ３３,８％inSeptemberatSorachiarea，ａｎｄ４４．１％throughAprilto

AugustatAsahikawaarea・Ｔｈｅｒｅwas，therefore，nosignificantdiHerenceintheinfectionrate

amongthetwoareas・

ＴｈｅｃｅｒｃａｒｉａｅｏｆＥ．/Zo7te"sewerefoundinthefreshwatersnail，Ｌｙ"z"αeaJCZPo"ica，in

thebothareas；ｏｎｌ（０．８％）ｏｕｔｏｆｌｌ６ａｔＳｏｒａｃｈｉａｎｄｏｎｌ４（13.1％）。uｔｏｆｌＯ７ｉｎＳｅｐｔｅｍｂｅｒ

ｏｒ８（6.0％）outofl34inOctoberatAsahikawa・

Sixoutofl5minkswerepositiveforanti-toxoplasmaantibody(≧１：３２)bylatexagglutination

test（EikenKagaku)．
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ExplanationofFigures

Ecﾉｶｺﾞ"osZo"zaAoﾉｰZc"sefromratbyexperimentalinfectiｏｎ・
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